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は　じ　め　に

アルファルファタコゾウムシ Hypera postica (GYLL.)

は我が国では1982年に発生が確認されて以来，ウマゴ

ヤシ，カラスノエンドウ，シロツメクサなどのマメ科

雑草を食害していたが，長崎県下でゲンゲヘの被害が

見られるようになった（森本，1987）。ゲンゲは飼料，

緑肥及び養蜂の蜜源として，全国（栽培面積14,700ha）

の約7割が九州に栽培されていることから，本虫のゲ

ンゲに対する摂食行動を明らかにし，防除指導等の基

礎資料とするため以下の調査を行ったので報告する。

　本調査を実施するに当たり，貴重な御助言をいただ

いた下関出張所の奥村技官，種々の御指導，御協力を

いただいた福岡支所，板付出張所の職員の方々に厚く

お礼申し上げる。

材料及び方法

　供試虫は，昭和62年9月に福岡市で成虫態のものを

採集し，実験室内でアルファルファで飼育した成虫及

び同虫より得られた幼虫を使用した。供試植物は，ゲ

ンゲは昭和62年9月には種し温室で栽培したものを

用い，ウマゴヤシ，シロツメクサは野外のものを温室

内に移植（昭和62年9月）して使用した。1，2の調査

は実験室（自然室温，自然採光）で，3の調査は温室で

行った。

　1．成虫の食餌選好性調査

　調査は，ゲンゲ及び吉田ら（1987）によって報告さ

れた好適寄主植物であるウマゴヤシ，シロツメクサの

3種の植物について行った。第1表の試験区に従って

飼育容器（ポリプロピレン製，直径15cm，高さ7.5cm，

以下同じ）に水で湿したろ紙を敷き，その上に各植物

の展開葉切片（1cm×1cm）をそれぞれ4枚ずつ，同

一植物が対称になるように，円形に配置した。供試虫

はあらかじめアルファルファで摂食することを確認し

たなかから無作為に抽出した10頭を容器の中心に放

飼し，24時間後の摂食量を調べ，供試葉面積（4cm2）

に対する摂食面積の割合（％）を求め，3種の植物にお

ける食餌選好性を調査した。試験は3反復とした。

　2．産卵選好性調査

　1の調査と同様3種の植物について調査を行った。

茎の長さを10cmに切断し，葉を3枚にして給水した

ものを用い，第2表の試験区に従って飼育容器内にそ

れぞれ2本ずつ，各植物を交互に並べて置ぎ，あらか

じめアルファルファで摂食及び交尾・産卵することを

確認した本虫の雌雄1対を容器に放飼した。3日後に

供試植物を取り出し茎及び葉柄を裂いて産卵数を調

べ，3種の植物における産卵選好性を調査した。調査は

5反復とした。

＊　現在，門司植物防疫所国際課

　3．ゲンゲにおける幼虫の摂食調査

　ゲンゲを昭和63年4月上旬に直径12cmの植木鉢

に定植し，分枝を除去して一本仕立てとした。草丈が
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15cm位（蕾数3，花数2）に成育した時，これにアル

ファルファタコゾウムシのふ化後1日目の幼虫をそれ

ぞれ2，5及び10頭ずつ，おのおののゲンゲの主茎に

接種し，2日ごとに本虫が蠣化するまで摂食部位及び

蕾，花数及び小花数を観察し，本虫の摂食がゲンゲの

成育に及ぽす影響について調べた。調査中の室温は，最

高31℃，最低18℃で，平均20.5℃であった。また，本

虫の蛹化後ゲンゲの草丈を計り，対照区と比較した。試

験は3反復とした。

結果及び考察

　1．成虫の食餌選好性調査

　結果は第1表に示したとおり，いずれの植物におい

ても摂食が確認された。摂食率は，3種の植物が同一容

器内に混在している区は，ゲンゲ25．4％，ウマゴヤシ

第1表 アルファルファタコゾウムシ成虫の食餌選

好性調査結果

37.0％，シロッメクサ18.0％であった。2種の植物が混

在しているゲンゲ・ウマゴヤシ区ではゲンゲ29.7％，ウ

マゴヤシ24.1％であった。ゲンゲ・シロツメクサ区で

はゲンゲ23.2％，シロッメクサ31.3％であった。どの

試験区でも各植物でほぽ同等の摂食がみられた。この

ことから，野外のゲンゲ畑付近にウマゴヤシやシ・ツ

ヌクサが混在していてもゲンゲの食害は他の2種の植

物と同等に起こると思われる。

試験区　　植物名
摂食率　（％）

反復1　　2　　3　平均

　　ゲンゲ
A　　ウマゴヤシ

　　シロツメクサ

19．8　　30．0　　26．3　　25．4

34．5　 47．3　29．3　 37．0

36．3　 13．0　　4．8　 18．0

　　ゲンゲ
B
　　ウマゴヤシ

16．0　47．5　 25．5　29．7

40．0　22．8　　9．5　24．1

　2．産卵選好性調査

　結果は第2表に示したとおりである。一日一雌当た

りの平均産卵数は，3種の植物が同一容器内で混在し

ている区は，ウマゴヤシが10.3卵，シロツメクサが9.2

卵であったのに対し，ゲンゲではわずか2卵であった。

2種の植物が混在しているゲンゲ・ウマゴヤシ区では

ウマゴヤシが13.3卵であるのに対し，ゲンゲでは0.8

卵，ゲンゲ・シロッメクサ区ではシロッメクサが12卵

であるのに対し，ゲンゲでの産卵はみられなかった。し

かし，ゲンゲのみの試験区では16.6卵の産卵がみられ

た。雌成虫のゲンゲヘの産卵選好性は，ゲンゲ単独の

区にくらべ，ウマゴヤシやシロッメクサが混在する区

では大幅に低下した。このことから，野外のゲンゲ畑

でウマゴヤシやシロツメクサが混在する場合はウマゴ

ヤシやシロッメクサに多く産卵される。また，ゲンゲ

のみの畑でも産卵は十分行われることがわかった。

　　ゲンゲ
C
　　シロクメクサ

18．0　40．5　 11．0　 23．2

37．8　　32．3　　23．8　　31．3

摂食率（％）＝摂食面積(㎡）/4(cm2)×100

　3．ゲンゲにおける幼虫の摂食状況

　幼虫は，頂芽，花蕾，未展開葉及び展開葉を摂食し

た。令期別の摂食部位をみると，1～2令幼虫では，そ

のほとんどが，頂芽，未展開葉，蕾のすき間にもぐり

こんで摂食した。また，3～4令幼虫は，花茎をよじ登

第2表アルファルファタコゾウムシの産卵選好性調査結果

試験区 植物名
産 卵 数＊

反復　1 2 3 4 5
　　　1日1雌当たり
　　　　産卵数平均

A
ゲンゲ

ウマゴヤシ

・シロツメクサ

0
15

24

15

35

79

15

31

0

0
32

35

0
41

0

6
30．8

27．6

2
10．3

9．2

B
ゲンゲ

ウマゴヤシ

12

21

0
70

0
44

0
39

0
25

2．4

39．8

0．8

13．3

C
ゲンゲ

シロツメクサ

0
54

0
66

0
47

0
13

0
36

0
12

D ゲンゲ 45 45 33 69 57 49．8 16．6

＊1区当り雌雄1対を3日間放飼
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第3表アルファルファタコゾウムシ幼虫の密度とゲ
　　　ンゲの発育

　　　　　一茎当たり　一花当たり接種幼虫数　　　　　　　　　　　　　　平均草丈
　　　　　平均花数　　平均小花数

　　頭
　2

　5

　10

対照区

10．3±2．6

6．7±2．8

5．7±1．4

13．3±2．9

9．0±0．8

6．9±1．7

5．3±2．3

10．5±0．3

　　　cm
62．0±14．9

40．6±　6．3

36．0±11．4

67．3±　8．0

り，蕾や花を摂食する個体が多く，僅かながら展開葉

を摂食する個体がみられた。

　供試した幼虫が踊化するまでの間のゲンゲの開花

数，小花数及び草丈を第3表に示した。開花数は対照

区では13.3±2.9花であったが，2頭区（10.3±2.6花），

5頭区（6.7±2.8花），10頭区（5.7±1.4花）の順で接

種虫数が増加するにしたがって減少した。5頭区及び

10頭区では，対照区に比べて有意差がみられた。また，

小花数でも，5頭区及び10頭区では，対照区に比べて

著しい減少がみられた。

　一方，草丈でも，対照区では，67.3±8.O cmであった

が，2頭区（62.0±14.9 cm），5頭区（40.6±6.3 cm），10

頭区（36.0±11.4 cm）と，接種虫数が増加するにした

がって，成育が悪く，5頭区及び10頭区では，対照区

に比較して有意な差がみられた。

　今回の調査では，ゲンゲの花数，草丈などに影響を

及ぽすアルファルファタコゾウムシ幼虫密度は，1茎

当たり5頭以上と推察された。

　今回の調査の結果，ゲンゲはウマゴヤシ，シロツメ

クサに次ぐアルファルファタコゾウムシの好適寄主植

物であり，ゲンゲに対する被害はある程度幼虫密度が

高まった時に発現することが分かった。
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